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日
本
舗
鋼
業

の
市
場
構
造

|
|
戟
後
銭
鋼
業
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
え
の

従

属

化

に

つ

い

て

|

|

出
'

村

J~J?" 

l:t 

し

由主

き

終
戦
後
織
鋼
、
石
表
費
本
を
回
博
基
軸
と
す
る
基
幹
産
業
中
山
町
生
産
力
機
構
の
補
強
〉
展
開
に
よ
っ
て
稜
庭
し
た
日
本
音
本
主
義

は
、
同
時
に
ア
メ
り
品
川
資
本
主
義
の
反
共
職
皐
士
作
目
下
に
編
成
さ
れ
る
方
位
に
加
速
し
つ
〉
あ
っ
た
が
、
概
ね
昭
和
二
十
四
年
の
F

ツ

ヂ

ラ

イ

y
以
後
に
於
げ
る
金
融
資
本
の
体
制
的
整
備
段
階
に
入
る
に
及
ん
で
、
日
本
産
業
の
ア
メ
リ
カ
洞
占
資
本
主
義
へ
の
編
成
は

益
々
火
念
ー
と
な
り
、
職
後
円
本
岡
家
恒
例
占
資
本
主
義
の
一
再
編
強
化
は
決
定
的
な
劉
米
依
存
化
の
担
に
押
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
特

に
朝
鮮
動
乱
以
後
ア
メ
り
品
川
の
費
本
主
義
の
支
阻
下
に
於
い
て
、
日
本
銭
鋼
業
を
平
和
的
経
済
の
復
興
と
殻
展
に
資
す
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
軍
需
産
業
に
編
成
稗
す
る
点
忙
貫
点
を
お
き
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
軍
事
的
再
編
成
替
で
の
下
請
部
門
化
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

で
は
何
故
に
戦
後
日
本
安
本
主
義
が
ア
メ
り
カ
資
本
主
義
の
下
詩
的
部
門
と
化
し
た
か
。
そ
の
機
構
的
原
因
は
何
で
あ
る
か
。
こ
れ

を
決
定
し
た
重
要
な
も
の
は
日
木
銭
銅
業
の
市
場
問
題
で
あ
る
。
而
L
て
特
に
戦
後
日
本
銭
鋼
業
が
哀
夫

L
た
原
料
市
場
と
共
に
、
と

れ
は
周
知
の
日
木
費
木
主
義
の
消
費
限
界
の
異
常
な
狭
降
性
に
制
約
さ
れ
た
銭
鋼
の
圏
内
消
費
市
場
が
、
投
後
の
軍
備
徹
廃
に
よ
り
更

日
本
鍛
銅
業
の
市
場
構
造

第
七
十
二
金

七
Jじ

第
一
読

包
七



百
本
銀
鋼
業
の
市
場
構
造

第
七
十
二
雀

七
1¥ 

第

掠

七
7¥ 

に
異
常
に
縮
少
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
而
し
て
こ
の
異
常
に
縮
少
化
し
た
閣
内
市
場
は
動
乱
下
に
於
け
る
輪
出
と
特
需
に
よ
っ
て
更
に

解
体
さ
れ
、

7
メ
リ
声
費
本
主
義
え
の
下
請
化
が
具
体
化
さ
れ
た
。
以
下
我
々
は
こ
の
輸
出
と
特
需
に
よ
る
日
本
織
鋼
業
の
下
請
部
門

化
の
費
相
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
本
論
に
於
け
る
目
的
と
し
た
い
。

協
力
型
聡
聞
の
貫
休

げ
い
ツ
ヂ
ラ
イ
ン
以
降
世
界
銭
鋼
市
場
の
軟
調
下
で
行
詰
り
の
欣
態
に
あ
っ
た
日
本
鍛
鋼
業
は
、
朝
鮮
動
乱
以
降
念
速
に
そ
の
生
産
を

債
大
し
、
そ
の
設
備
稼
動
率
は
著
し
く
上
昇
し
、
鍛
鋼
輸
出
も
二
三
年
度
の
二

七
万
ト
ン
(
二
回
)
二
四
年
度
=
一

0
・
二
万
下
ン
ヘ
-

0
4戸
)
か
ら
一
一
五
年
度
七
九

二
万
ト
y

〔
一
二
出
)
二
六
年
度
一
二
六
・
八
万
ト
y

(
二
五
三
回
)
に
増
加
し
た
。
だ
が
こ
り
輸

出
増
加
は
如
何
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。
以
下
こ
の
点
輪
出
市
場
の
構
成
、
遠
隔
地
市
場
え
の
輸
出
可
能
性
、
品
種
別
市
場
樽

成
の
点
か
ら
具
体
的
に
分
析
し
よ
う
。

輪
出
市
場
構
成
の
掛
理
化

A 戦
前
で
の
日
本
銭
鋼
業
の
園
外
市
場
は
7
3
7
に
於
け
る
我
が
闘
植
民
地
及
び
、
宇
植
民
地
市
場
を
中
心
と
し
て
い
た
。

年
で
そ
の
比
重
は
八
四
・
一
%
で
あ
る
。
〉
し
か
る
に
戦
後
で
は
第
一
表
に
示
さ
れ
る
通
り
、
中
園
朝
鮮
市
場
は
一
一
四
年
度
一
七
回
、
二
五

年
度
二
三
四
区
と
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
即
ち
鞍
後
で
の
市
場
構
成
の
密
化
は
第
一
に
は
中
圏
、
朝
鮮
市
場
の
比
重
が
念
速
に
低

下
L
た
こ
と
。
第
二
に
は
ア
ジ
ア
市
場
の
比
率
が
戦
前
よ
り
も
遁
か
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
比
重
が
増
大

L

(
昭
和
十

た
こ
と
。
第
一
二
に
は
植
民
地
、
半
植
民
地
市
場
縮
控
の
結
呆
日
本
裁
鋼
業
の
圏
外
市
場
を
世
界
的
に
分
散
せ
し
め
、
特
に
米
洲
濠
刑
判
市



昭和田牢15竿に於ける鏡鋼圏外市場構成場

比
重

著
し

大

な

囚
"下
度

そ

上ヒ

言NO.2 昭和初年度、 27年度に於ける普通鋼々材

五 (素材及び二次製品〉圏外市場の構成

Oc船積寅績による〉
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i人刈 :;1241
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昭和24年度

資料 2域型商1;<<盟調べによる。

NO.l 不
安
定
五
つ
費
動
が
多
く
、
短
期
的
浮
動
性
を
も
つ
こ
と
、
が

h

そ
れ
で
あ
る
。

し
か
も
か
と
令
戦
後
で
の
鋳
鋼
圏
外
市
場
の
構
成
は
朝
鮮
動
乱
以
降
更
に
帯
し
い
捷
化
を
示
し
、
そ
の
短
期
的
浮
動
性
が
帯
し
く
強

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
端
的
に
は
日
本
鍛
鋼
業
の
圏
外
市
場
の
構
成
が
朝
鮮
動
乱
以
後
米
閣
の
軍
事
的
要
求
に
よ
り
再
編
成
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
。
即
ち
動
乱
以
降
中
共
向
輸
出
が
制
限
さ
れ
た
、
め
、
二
五
年
度
第
二
四
半
期
以
降
の
封
中
悶
輸
出
高
が
著
し
く
減
少
し
、

一
一
五
年
度
で
の
封
中
岡
輸
出
。
八
七
回
が
第
一
四
半
期
で
船
積
さ
れ
‘
第
二
四
半
期
以
降
に
お
け
る
そ
れ
は
僅
か
に
一
三
河
に
す
ゲ
な

日
本
鑓
鋼
業
の
市
場
楕
浩

第
七
十
二
巻

七
九

第

競

七
九



宰
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
事
か
ら
直
ち
に
閥
際
的
競
争
能
力
を
も
っ
と
は
云
え
な
い
。

我
が
闘
に
お
け
る
圏
内
鋳
鋼
債
格
が
閥
際
的
に
割
高
で
あ
る
こ
左
は
同
じ
く
第
三
表
に
示
さ

2

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

即
ち
閣
内
債
格
を
比
較
す
れ
ば
イ
グ
リ
ア
の
餓
鋼
製
品
を
除
き
、
日
本

h

の
鍛
銅
債
格
は
著
し
く
高
い
。
特
に
加
工
度
の
高
い
銭
銅
製
品
程
そ
の
債
格
差
が
大
で
あ
る
。

勿
論
問
欧
諸
闘
で
閲
内
債
格
が
輸
出
債
格
に
比

L
、
著
し
〈
安
い
の
は
二
重
債
格
制
を
と
る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
と
に
か
く
日
本
の
鋼

材
債
格
は
悶
際
的
に
割
高
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
鋼
材
慣
格
が
高
い
か
。
こ
の
機
構
的
原
因
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
織
鋼
業
の
市
場
構
造

主E
園内
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ド
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米

イ

第
七
十
一
一
巻

7¥. 
O 

第

続

7¥. 
O 

い
。
し
か
も
二
五
年
末
以
降
封
中
共
輸
出
禁
止
措
置
が
賢
施
さ
れ
、
中
岡
市
場
を
全
く
哀
失

し
、
二
六
年
度
で
は
中
園
市
場
向
輸
出
は
皆
無
の
批
態
で
あ
る
。

1951年 7月号より

従
っ
て
朝
鮮
動
乱
後
二
六
年
度
に
於
け
る
閣
外
市
場
の
構
成
は
第
二
表
に
示
さ
れ
る
通
り
、

こ
の
中
関
市
場
に
代
っ
て
ベ
キ
ス
グ
シ
、
濠
洲
、
ア
ル
ゼ
ル
チ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
四
ヨ

1
ロ
ツ

パ
等
の
遠
隔
市
場
向
に
そ
の
輸
出
市
場
の
重
点
が
移
行
L
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
市
場
え
の

時
換
は
勿
論
日
本
織
鋼
業
の
経
済
的
、
持
術
的
優
位
性
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
か
。

B 

遠
隔
地
市
場
え
の
輸
出
可
能
性

，富土銀行調査部時報

ω債
格
比
較

欧
米
諸
図
と
我
が
閣
と
の

F
O
R
輸
出
債
格
を
比
較
す
る
去
第
二
表
に
示
さ
れ
る
如
〈
、
我

が
閥
の
そ
れ
は
若
干
割
高
で
あ
る
。
勿
論
賓
際
の
競
宰
は
需
要
地
で
の

C
I
F
債
格
で
行
わ
れ

る
わ
け
で
、
こ
の
点
東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
如
く
、
目
本
か
ら
の
輪
盆
距
離
の
短
い
市
場
で
は
競

資料



(2) 

原
料
コ
ス
ト
高

鋼
材
債
怖
が
高
い
の
は
ま
ず
第
一
に
は
人
タ
ラ
ッ
プ
の
償
格
高
と
銑
鍛
債
格
高
に
よ
る
。
敗
鞍
後
鉄
鋼
生
産
は
激
減
し
、
特
に
一
貫

メ
!
ヵ
ー
に
あ
っ
て
は
二
三
年
外
国
原
料
輸
入
迄
、
そ
の
再
起
が
危
ま
れ
る
程
で
あ
っ
た
が
、
千
煉
メ
ー
カ
ー
で
は
安
い
職
災
屑
の
多

量
使
用
に
よ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
法
え
の
時
換
に
よ
っ
て
、
平
協
混
銑
率
を
昭
和
一
六
年
の
六
二
六
匹
か
ら
二
三
年
四
五
七
匹
、
二
四

年
三
七
五
匹
、
二
冗
年
三
回
同
に
引
下
げ
た
の
だ
が
か
〉
る
安
易
な
方
式
に
よ
る
増
産
は
必
然
的
に
閣
内
ス
ク
ラ
ッ
プ
供
給
り
逼
迫

化
を
伴
い
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
債
格
は
著
し
く
騰
貴
し
た
。
ス
ク
ヲ
ッ
フ
償
格
は
二
『
一
八
年
五
月
で
は
屯
蛍
り
六

O
弗
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
五
こ

弗
、
下
イ
フ
の
二
二
弗
、
イ
ギ
り
ス
の
一
一
弗
フ
ラ
ン
ス
の
一
一

O
弗
、
ア
メ
り
カ
の
凹
三
弗
に
比
較
す
れ
ば
極
め
て
高
い
。

次
に
銑
鋭
に
つ
い
て
見
れ
ば
二
六
年
四
月
現
在
で
日
本
の
銑
鋭
ト
J

首
り
債
格
は
七
八
弗
で
、
ベ
ル
ギ
の
七
八
弗
(
ヘ
マ
タ
イ
ト

銑
慎
絡
で
ベ
1

シ
ツ
グ
銑
は
こ
れ
よ
り
一
一
ヰ
1
三

O
%安
い
Q

)

ド
イ
フ
三
八
弗
、
イ
ギ
リ
カ
三
五
弗
、
フ
ラ
ン
ス
五
二
弗
、
ア
メ
リ
カ
の
五

二
弗
に
比
較
す
れ
ば
著

L
く
高
い
。
何
故
銑
債
格
が
高
か
っ
た
か
。
銑
織
原
使
構
成
に
つ
レ
て

み
る
と
、
昭
和
九
年
に
比
較
し
て
極
め
て
原
料
費
、
特
に
石
炭
コ
ス
ト
の
占
め
る
割
合
が
高
く

銑識ョストの構成比〔何〕

国型出国主竺ア

2iiii;;: 
25:;2jJj1ij 

No.4 

日
本
銀
鋼
業
の
市
場
構
造

な
っ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
銑
餓
原
料
コ
入
ト
の
イ
ギ
り
ス
の

八
九
弗
、
問
ド
イ
y

の

四

八
八
弗
フ
ラ
ン
ス
の
-
一
六

二
二
弗
ザ
ル
の
二
三

八
八
弗
、
ベ
ル
ギ
ー
二
一
八

弗
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
二
七

日
本
で
の
そ
れ
は
四

八
十
九
弗
、
及
び
米
側
、
印
度
で
の
約
二
三
弗
に
比
較
す
る
と
、

O
士
一
ド
ル
と
苦
し
く
高
い
。

こ
の
高
原
料
コ
ス
ト
は
主
ず
第
↑
に
は
敗
戦
に
よ
る
植
民
地
従
属
国
で
の
低
廉
な
る
原
料
市

場
の
哀
失
に
伴
う
輸
入
市
場
の
遠
隔
市
場
え
の
碍
換
(
持
に
針
米
依
存
)
に
よ
る
運
賃
コ
ス
ト
の

第
七
十
二
程

第
一
一
軍

ア又

/¥ 



No.5 原斜圏別輸入割合

的銭鏡石図別稿入割合

]ag竺9年同23年唱和問昭和25竿昭和畔

日
本
鏡
鋼
業
の
市
場
構
法

朝 鮮 7.8 0.2 

中 閤 35.7 95.5 21 12.4 

可 r レ戸 37.9 1.< 30.6 35.2 19.8 

比ア島そ及メのびリ他foヵ度 18.6 3.5 36 52.2 59.2 

0.7 12.4 30.0 

石器開日11輸入割骨

一可Z平副函叫元副昭和26牢

(ロ)

中 園 82.4 。.5 6.3 72.1 

i搾 太 17.4 2.8 3.8 

アメリカ 62.5 90 10.2 70.2 

E口 度 2.2 11. 2 24.5 

カナ !I 32 4.3 

其の f由 0.3 張 6.5 帯1.0 第
七
十
二
種
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出

る

吋

は
ら

e
ベ

か
た
調

太

L
盟

樺
t
A

高

で
と
鋼

中
こ
鎖

のる・・

聯
れ
軒

ソ
入
費

出

JI.. 

第

競

y、、

騰
貴
に
よ
る
。
二
六
年
八
月
で
の
各
原
料
ヨ
ス
下
別
ト

y
営
り
運
賃
比
率
コ
ス
ト
は
、
中
園
鍛
錬
石
の

ド
ル
〔
C
I
F
償
給
二
・

0
ド
ル
)
に
比
較
し
、
米
関
鍛

鏑
石
九
ド
ん
(
C
E
F
回
路
ニ
四
・
五
ド
パ
〕
ザ
ン
グ
ン
鍛

鏡
石
一

O

八
ド
ル
〔
C
I
F
憤
柏
一
九

r九
)

原
料
茨

で
は
中
閣
安
の
二
J

七
ド
ル
【
C
I
F
債
格
一
一
・
一
ド
λ

開
ラ
ン
茨
の
場
合
〕

に
比
較
し
、
米
決
一
九

五
ド
ル

〔
C
I
F
償
給
コ
一

0
ド
ル
】

カ
ル
カ
ツ
グ
安
一
七
ド
ル

〔
C
I
F
憤
特
二
三
・
六
ド
ル
}

で
あ
る
。
而
も
日
本
船

の
原
料
船
積
量
の
割
合
は
戦
前
の
五
四
声
で
あ
っ
た

が
、
二
五
年
で
は
二
三
掃
に
過
ぎ
ず
、
輪
叫
出
賃
卒
の
点

で
著
し
く
不
利
で
あ
り
、
銑
餓
素
材
費
中
に
於
け
る
運

で
は
一
一
三
河
を
占
め
て
い
た
が
、
二
六
年
二
月
で
は
二
八
四
回
、
二
六
年
五
乃
至
六
月
で
は
四
三

賃
の
割
合
は
八
幡
製
織
調
べ
に
よ
れ
ば
、
二
五
年
七
月

五
回
に
注
し
、
叉
鱗
銅
石
の
ア

メ
リ
カ
よ
り
の
輸
入
割
合
の
増
加
は
銑
鍛
素
材
費
中
に
於
け
る
鍛
錬
石
コ
ス
ト
の
割
合
を
二
五
年
一
一
月
の
一
ニ
-
五
か
ら
二
六
年
五

乃
至
六
月
に
は
四
四
二
回
に
引
上
げ
て
い
る
o

従
っ
て
鋼
材
(
棒
鋼
一
九
粍
)
素
材
費
中
に
於
け
る
運
賃
の
割
合
も
ニ
ハ
年
五
月
乃
至

六
月
に
は
二

O

七
戸
に
も
濯
し
て
い
る
。



第
二
に
は
原
料
茨
一

J

ス
ト
の
五
五
区

(
二
六
年
五
月
実
込
山
肌
慣
調
よ
り
)

を
占
め
る
関
内
原
料
茨
の
高
偵
絡
に
よ
る
。
ト
ン
嘗
り
園
内

市
中
債
格
は
米
悶
八
弗
、
イ
ン

F
凶
下
ル
に
比
較
し
て
我
が
闘
で
の
問
内
債
格
は
F

六
七
ド
ル
で
あ
る
。
更
に
と
れ
守
米
悶
決
告
一

一
と
し
た
慣
値
係
教
を
み
れ
ば
イ
ン
ド
茨

O

六
七

K
、
日
本
(
強
粘
結
茨
〕

(υ

主
で
あ
っ
て
、
米
岡
炭
換
算
の
悶
内
石
炭
債
格
と
比

較
す
る
と
米
関
主
要
製
銭
曾
祉
の
子
曾
位
上
り
の
原
料
決
受
入
債
格
の
約
六
弗
及
び
、
印
度
製
鍛
曾
枇
受
入
の
米
炭
k
同
一
債
値
に
換

算
し
た
印
度
炭
債
格
の
五

倍
の
高
債
格
で
あ
る
。

九
二
ド
ル
に
比
較
し
て
円
本
で
の
決
債
は
米
悶
炭
正
問
一
一
慣
値
に
庶
し
た
場
合
二
=
一

四
ド
ル
レ
し
約
四

ドサ

設

備

の

老

朽

化

高
熔
で
は
嬬
体
に
関
す
る
限
り
、
米
閣
を
除
く
阿
欧
諸
岡
よ
り
比
較
的
有
利
な
僚
件

l
一
基
一
日
首
り
同
銑
高
日
本
六
一
四
ト
ン
、

米
関
六
二
八
ト
y
、
問
濁
三
六
五
ト
y
、
英
関
二
七

0
ト
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
一
二
八
ト
ン
を
具
備
す
る
が
、
そ
の
経
過
年
教
は
四

O
出

が
一

O
年
乃
五
一
五
年
、
三

0
4戸
が
一
五
年
以
上
で
あ
る
。
而
も
そ
の
附
帯
設
備
、
丁
場
内
配
置
、
輸
迭
問
係
は
統
一
的
↑
貫
的
方
針

が
な
く
、
機
脅
主
義
的
に
隙
張
き
れ
た
工
場
が
多
く
、
こ
の
一
点
で
問
欧
諸
闘
に
比
較

L
て
著
し
い
懸
隔
が
あ
る
。

平
櫨
で
は
閉
際
水
準
が
矯
蒋
一

0
0
ト

ν
以
上
に
大
型
化
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
二

O
二
基
の
中
七

0
ト
ン
以
上
は
=
一
七
基

〔

内

課
七
O
乃
奈
九
0
トン

l
一
O
基

J

一
0
0
ト
ン
一

O
基、

一
0
0
ト
ン
乃
至
一
五

O
ト
y
l
一
五
基
、
ニ

O
O
トシ

l
二
基
)
に
過
ぎ
ず
、
三

0

ト
ン
乃
至
六
五
ト
ン
が
中
心
で
~
四
則
基
に
達

L
.
(内
諾
三

O
乃
富
三
五
ト
シ

l
四
一
基
、
四
O
乃
五
四
五
ト
ン
|
一
一
一
一
基
、

E
O乃
至
五
五
ト

y
l
三
五
基
、
山
内

O
乃
至
穴
主
ト
ン
一
一
一
ハ
基
)
二
五
ト
ン
以
下
の
小
動
燐
が
四
O
基
(
一

O
乃
至
一
五
ト
ン
|
一

O
基
、
=
o
乃
至
二
五
ト
ン
=

化
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

も
あ
る
。
克
も
こ
れ
は
怖
体
の
撹
張
、
ク
レ
ン
の
整
備
、
静
働
摘
程
の
組
織
化
で
そ
の
欠
陥
が
補
わ
れ
る
が
、
本
格
的
近
代

限
延
設
備
で
は
就
中
老
朽
化
が
傾
著
で
あ
る
。
尤
も
各
盤
延
旧
制
門
で
そ
の
程
度
は
具
る
が
、
年
産
一
万
ト

O
基
)

日
本
餓
鋼
業
の
市
場
構
造

第
七

I
ニ
詮

1¥. 

第

蚊

λ 



円
本
鍛
鋼
業
の
市
場
構
造
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第
七
十
ニ
翁

第
一
一
蹴

八
四

入

四

ン
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
平
均
し
て
見
る
と
、
経
過
年
数
五
年
以
下
は
僅
か
二
同
で
一
の
年
以
下
の

設
備
は
倖
か
に
全
体
の
二
巨

μ
に
遁
ぎ
な
レ
。
し
か

L
て
五

O
M
F
以
上
が
経
池
作
敬
一
一
九
年
以
上
で

あ
り
、

L
か
も
そ
の
七
冗
戸
即
ち
全
設
備
の
三
四
が
が
二
五
年
以
上
の
老
朽
設
備
で
あ
る
。
従
っ
て

と
れ
の
近
代
化
に
は
徹
底
的
な
梢
修
を
必
要
と
す
る
o

炉)

輪
出
の
短
期
的
気
泡
的
性
格

以
上
に
指
摘
し
た
如
く
、
百
本
餓
鋼
業
の
原
料
市
場
構
成
及
び
技
術
的
H
H
組
織
的
脆
弱
性
は
日
本

銭
鋼
業
が
遠
隔
地
市
場
で
そ
の
輸
出
を
擁
大
し
得
る
可
能
な
基
盤
を
有
し
な
い
こ
と
を
一
不
す
。
し
か

し
て
こ
の
よ
う
な
生
産
保
件
下
で
輸
出
が
増
加
し
得
た
の
は
動
乱
後
に
於
け
る
米
関
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
と

L
た
闘
際
鍛
銅
市
場
に
於
け
る
鋭
銅
買
付
と
、
漸
〈
二
六
年
り
入
り
耳
軍
備
の
椋
を
は
っ

き
り
し
た
閤
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
詩
聞
の
笠
掠
体
制
下
で
、
欧
米
銭
鋼
業
が
軍
需
の
充
足
に
狂
奔
し
、
そ
の

内
外
需
に
は
殺
さ
れ
た
間
隙
を
利
用
し
た
も
の
で
、
そ
の
輸
出
は
著
し
〈
一
却
期
的
浮
動
的
性
格
が
同
盟

い
。
で
は
遠
隔
地
市
場
に
於
け
る
こ
の
性
格
の
具
体
的
た
者
察
を
か
少
々
試
み
よ
う
。

ア
ル
ゼ
ン
ザ
苫
に
謝
す
る
織
錦
輸
出
の
増
加
は
半
製
品
及
び
低
女
製
品
が
主
で
、
し
か
も
伺
闘
に

於
け
る
置
盤
メ
ー
カ
ー
保
護
政
策
か
ら
高
女
製
品
の
輸
入
が
直
接
間
接
に
阻
止
さ
れ
る
傾
向
に
あ

り
、
こ
の
点
完
成
品
総
出
を
重
視
と
す
る
先
進
閤
鋭
鋼
業
を
排
除
L
得
る
余
地
が
あ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
叫
到
す
る
輸
出
の
増
加
は
米
英
等
の
先
進
闘
の
織
鋼
業
が
軍
需
の
充
足
に
狂
奔

L
、
内
需
に
忙
殺
さ
れ
輸
出
量
が

屠
一
的
に
減
心
J

し
た
間
隙
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
o

従
っ
て
世
界
の
資
本
主
義
に
於
け
る
軍
蹟
計
一
聞
の
子
シ
ボ
及
び
特
に
ア
メ
り
カ
銭



鋼
業
生
産
の
損
充
計
画
の
去
就
如
何
に
よ
る
も
の
で
、
い
は
ば
短
期
的
浮
動
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
、
こ
の
性
格
は
二
七
年
度
に
於
け

る
同
市
場
向
け
銭
銅
輸
出
の
芽
し
い
減
少
に
加
賀
に
一
不
さ
れ
る
。

オ

1

ス
ト
ラ
り
ヤ
に
射
す
る
輸
出
は
建
設
資
材
需
要
が
主
で
あ
る
が
、
同
市
場
に
お
い
て
芙
闘
は
特
恵
闘
税
及
び
其
の
他
の
特
槽
を

亨
交
し
、
叉
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
一
位
以
外
英
系
三
位
の
形
成
す
る
海
運
同
県

Z
F
E
E
]目

E
E
2
0
2
3
H
E
E回
口

Q
Z
2
2
2
)
が
濠
洲

航
路
に
於
い
て
会
一
〈
濁
占
的
支
醍
力
を
も
ち
、
し
か
も
日
夜
貿
易
構
活
か
ら
私
以
外
に
は
片
荷
貿
易
と
な
り
、
定
期
締
が
春
か
ら
秋
に

か
け
て
期
待
出
来
子
、
こ
の
点
か
ら
の
問
題
が
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
の
輸
出
の
確
保
は
同
市
場
に
封
す
る
搬
出
の
大
宇
を
占
め
た
イ

ギ
リ
ス
銭
鋼
業
の
生
産
と
軍
備
撲
小
へ
計
画
如
何
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
輸
出
の
基
盤
は
極
め
て
院
弱
で
あ
る
と
一
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
悶
ヨ

1
ロ
ク
.
ハ
に
釘
す
る
輪
出
は
二
六
年
度
著
し
く
増
が
し
た
が
、
こ
れ
は
西
ヨ

1
ロ
グ
ロ
ハ
に
於
け
る
再
軍
備
が
二
六

年
に
入
っ
て
本
格
化
し
、
軍
需
品
生
産
及
び
遣
舶
が
話
磁
化
し
た
〉
め
で
、
問
ヨ

I
ロ
パ
徴
鋼
業
の
生
産
鏑
充
と
そ
の
再
軍
備
計
画

の
テ
ン
ポ
如
何
に
よ
る
も
の
で
、
極
め
て
短
期
的
集
泡
的
性
格
を
も
っ
。

ア
メ
り
カ
に
封
す
る
輸
出
は
朝
鮮
動
乱
後
の
軍
需
景
気
の
品
携
を
前
提
と
し
、
ア
メ
リ
カ
の
グ
レ
イ
マ

7
ケ

j

ト
を
劉
裁
と
し
た
輸

出
で
、
日
本
の
鋳
鋼
債
格
が

r
v
イ
マ
l

ケ
ヅ
ト
債
格
〉
」
均
衛
す
る
と

L
て
も
、
後
者
は
米
関
岡
内
債
格
を
透
か
に
上
廻
っ
て
い
る
。

経
っ
て
現
在
の
針
米
輪
出
は
杢
〈
異
常
な
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
生
成
し
た
も
の
で
、

一
九
五
一
年
に
完
成
す
る
米
閣
鍛
銅

業
生
産
設
備
能
力
鵡
充
計
画
は
錠
々
と
れ
が
短
期
的
浮
動
性
を
強
め
る
要
悶
と
な
る
。

以
上
に
指
摘
し
た
如
く
、
日
本
俄
鋼
業
の
遠
隔
地
市
場
に
封
す
る
輸
出
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
経
神
構
造
の
軍
事
的
再
編
成

替
過
程
で
の
短
期
的
浮
動
的
銭
鋼
需
要
の
充
足
を
一
式
う
役
割
を
演
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
わ
け
で
、
こ
の
事
は
品
種
別
市
場
構
成
に
つ

い
て
見
て
も
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

日
本
銭
創
業
の
市
場
構
造

第
七
十
二
程

y、
五

第

掠

九
五



日
本
鑓
鋼
業
の
市
場
構
法

C 

品
種
別
市
場
構
成

第
七
十
一
一
巻

入
六

第
一
一
蹴

τ
、」、y-r 

戦
前
(
昭
和
十
一
年
の
場
合
)

に
於
け
る
製
品
別
輸
出
構
成
は
形
鋼
及
び
棒
鋼
一
一
九
司
長
声
、
銅
放
一
五
八
%
、
軌
僚
及
び
附
属
品

五

μ、
鋼
管
六
・
四
匹
、
疋
鉛
鍛
板
一
八
-
二
声
、
半
製
品
二
・
二
声
、
二
女
製
品
一
九
五
回
、
そ
の
他
六
九
回
で
あ
っ

て
、
生
産
財
的
乃
至
構
造
用
釧
に
矧
す
る
重
量
材
の
比
買
が
か
な
り
大
で
あ
っ
た

が
、
戦
後
動
乱
以
前
に
於
け
る
製
品
別
輸
出
構
成
で
は
第
七
表
に
不
さ
れ
る
遁

五

周
年
日

7
E
 

E
E
十

校、
-
l
l
陥

〔
E

成

=
構
=

出
E

輸

=
u
z
 

B
Z
 

菌

=
品
E

る
E

け
宮

於

=

ザ

」

=
f
E
 

後一
E

前
E

f
白

E

勃
2

20年

司 ~9.9 27.9 16.9 10.5 

l 2.4 6.9 11. 2 4.2 

3 6.8 17.9 24.7 19.B 

ヨ 20.1 12.2 14.5 23.3 

1.8 3.7 3.9 3.2 

5 4.1 3.4 2.9 6.2 

1.6 2.1 日8 19.1 

80.9 79.9 90.4 9日5

19.1 20.1 9.6 3.5 

25年24年恒竺3年|

13 
O 

8 

20 

86 

13 

No.7 

五五鋭敏!li(

薄板

事板

棒鋼

形鋼

纏目無鋼管

ピレ 5ソト

第一次製品合計

第二次製品合計

鍛欄周目本銭鋼轍Hづ杭計及び鍛鋼連盟調ベと鋼材イ旦~~部
織鋼需給の動向と資金事情により作成

り
、
家
屋
用
車
鉛
鉄
板
等
消
費
材
的
性
格
を
も
っ
斡
鋼
材
に
主
の
軍
点
が
あ
り
、

二
次
製
品
の
占
め
る
割
合
は
二
四
年
の
一
九
・
一
匹
、
二
五
年
の
ニ

0
・
一
回
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
動
乱
以
降
批
判
鋼
輸
出
が
著
し
く
増
大
し
た
が
、
そ
の
増
加
の
著

L
い
も
の
は
棒
鋼
、
ピ
レ
ク
干
、
厚
板
等
で
、
そ
の
品
種
目
輸
出
構
成
は
亜
鉛
鍛

板
、
薄
椛
等
加
工
皮
の
高
い
消
費
材
的
性
格
を
も
っ
素
材
と
二
次
製
品
の
比
重
が

著
し
く
減
少
し
、
棒
鋼
、
ピ
V

J

ト
、
厚
板
、
形
鋼
等
加
工
度
の
低
い
生
産
材
乃

至
構
造
用
銅
に
類
す
る
重
量
材
え
の
比
重
の
移
行
が
著
し
い
形
で
現
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
町
欧
再
軍
備
の
過
程
で
、
軍
需
用
鋼
材
出
荷
高

が
著
し
く
大
と
な
っ
た
と
と
を
一
不
す
。

し
か
し
て
こ
の
こ
と
は
二
六
年
度
に
於
け
る
市
場
別
、
口
問
樟
別
、
輸
出
高
に
も

端
的
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
第
八
表
に
一
不
さ
れ
る
通
り
、

ア
メ
リ
カ
及
び
弓
1

資料

ロ
ァ
バ
諸
闘
に
射
す
る
輸
出
は
、
厚
板
等
軍
需
用
鋼
材
検
出
が
そ
の
大
部
分
を
占
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9

9
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1

2
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1

4

1

8

 

2

1

3
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A
U
|陀
円
J
釧

1
9

9

0

8

2

 

8

3

7

8

 

区亘型空fc!米国i支岡 iF「日惟叫|持

31.91 

0.7 

ー川「
J
山
「
l
則
円
l
引

0

1

8

2

 

1
 

1.7 

1.2 

75.0 

29.7 

19. 1 

61.3 

22.1 

0.3 

7 4 

49.1 

49.8 

4R4 

85.7 

60.6 

46.9 

11. 81 

0.4 

18.01 

R9.61 

5

0

 

6

5

 

1
 

27.1 

47.8 

30.1 

17.1 0副

0.3 

0創

2.0! 

8

7

 

2

1

 
5
 

20.6 

4

1

7

 

8

0

2

 
5
 

0.1 

2.3 

7 

No. B 

亜鉛錨板

薄板

厚板

棒鋼

鋼

材

管

ピレヲ卜

の他

韮E

線

銅

其

日
京
鍛
鋼
業
の
市
場
構
造

42剖 352.011146.6 計合

め
、
ア
ル
ゼ

y
チ
y
、
。
ハ
キ
ス
グ
ン
、

オ
1
ス
ト
ラ
リ
ヤ
等
の
遠
地
市
場
に
封

す
る
輸
出
は
こ
の
再
軍
備
に
よ
る
織
鋼
需
要
の
間
隙
を
縫
っ
て
バ
キ
ス
グ
ン
の

棒
鋼
、

ォ
l

ス
ト
ラ
り
ヤ
の
厚
板
、
棒
鋼
等
の

ア
ル
ゼ
ン
チ
シ
の
ピ
レ
ヅ
ト

輸
出
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
日
本
鍛
鋼
業
が
正
常
な
貿
易
|
轍

出
を
通
じ
て
所
調
自
由
世
界
の
軍
備
横
充
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
織
銅
輸
出
が
あ
く
ま
で
協
力
的
下
請
的
性
格
な
る
こ
と
は
明

確
で
あ
る
。

特
需
に
よ
る
下
持
部
門
化

〔註〕第三次製品を含ま血船積寅梗
資料 F 鋼材倶柴部調による

叫
ん
が
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
軍
蹟
過
程
で
の
日
本
銭
鋼
業
の
、
特
に
向
米

軍
需
一
週
倒
の
下
請
部
門
化
は
、
外
需
に
於
け
る
特
需
の
比
率
及
び
殻
注
形
態

を
好
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
明
確
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
以
下
こ
の
市

を
具
体
的
に
令
析
し
よ
う
。

A 

特

言層

上t

率

朝
鮮
動
乱
後
二
吉
年
七
月
以
降
一
一
一
月
の
聞
に
於

W
る
特
需
及
び
輸
出
の
止
一

産
に
封
す
る
比
率
は
八
月
一
八
・
二
弾
、
九
月
三
七
七
匹
、
十
月
三
三
八

匹

、

一

月

=

一

二

四

%

、

五

回

で

、

年

間

外

需

は

七

六

・

七

万

月

。

第
七
1
一一巻

九
七

7又
七

務

掠



日
本
鎖
鋼
業
の
市
場
構
造

(26年度〕

重軌 5.71 7.8. 6.81 4.01 B.41 6.31 90.31 83.8 

鞍軌 1~.=! :.~I 1:.~1 __-=1 ._-=1 _.-=1 ~:.:I 90.5 
大形形鋼 3.91 9.3. 6.0 盟 01 45.51 34. BI 68.11 45.2 

4、* 'J ! 20.2: 24. 6: 22.61 J. 31 3.81 2.71 78. 51 71. 6 

普 通線材 2J ;;.;j ~; ~I ; ~I ~;! ;J 8~. 71 72. ~ 
帯銅 6.31 .25.11 14.21 0.31 1. 31 0.71 93.41 73.6 

厚根 16.61 35.81 26.51 2.81 1. 11 2.0 回 61 63.1 

部椋却 11.91 1611 541 8.61 7 01 ~~. 21 79.5 
瑳素鋼板 3.01 8.21 5.51 -1 0.51 0.21 97.01 91.3 

高級仕上鋼 6.31 25.41 15.11 16.31 0.51 8.91 77.71 74.11 

アジキ 11.91 22.31 16.81 3.51 -1 1. 91 84.61 77.7 

鋼 管 6.51 27.41 16.31 0.91 0.51 0.7 回 61 72 

中型棒鋼 2.71 31. 91 18.61 -1 -1 -1 97.31 68.1 

相グ ;:;1 ;~:;I 四 41 4. ~ 0.41 2.21 87.7;67日

平一

品種別内需及び輪開特需比率【%)No.9 

d 

第
七
十
二
巻

入

入

第
一
一
蹴

^ 
^ 

ト

Y

二
H

八・

普通嫡々材需給推移の分析によめこれを作成ず

一
声
に
蓮
し
て
い
る
。
こ
の
外
需
の
中
特
需
の
占

め
る
比
率
に
つ
い
て
見
る
と
、
八
月
二
一
一
了
四
回
、
九
月
四
二
・

u 
月

七
e〆，. 

九
回
、

月

九

五
回
、

月

/、

声
で
、
年
間
↑
四

三
万
ト
ン
一
七

ハ
同
に
達
し

て
い
る
ロ
更
に
二
六
年
一
月
か
ら
二
七
年
三
月
に
至
る
期
間
で

の
輸
出
特
需
の
生
産
に
射
す
る
比
率
に
つ
い
て
見
る
主
、
二
五

年
度
第
四
四
半
期
で
は
二

O

八
万
ト
ン
二
三

% 

一/、

年
度
第
一
四
半
期
で
は
三

0
・
六
万
ト
y
一
一
一
=
・
一
%
、
第
二

一
匹
、
第
三
四
半
期
で

四
半
期
で
は
二
五

五
万
ト
ン
一
一
一

O
匹
、
第
四
四
半
期
で
は
五

O

ノ¥

は
四
二
八
万
ト
ン
一
一
七

万
ト
J
ニ
七
・
九
回
で
、
こ
の
一
五
ヶ
月
間
で
の
合
計
は
一
七

O

言T糾鋼材倶柴部

五
万
ト
ン
二
八

九
回
に
建
し
て
い
る
。
そ
の
中
特
需
の
占
め

る
比
率
に
つ
い
て
見
る
と
、

二
五
年
度
第
四
四
半
期
で
は
一
四

匹
、
二
六
年
第
一
四
半
期
で
は
一
七
封
、
第
二
四
半
期
で
は
二

八
百
旬
、
第
三
四
半
期
で
は
一
三

ノ、

ハ
μ
、
第
四
四
半
期
で

は
一

CMF
で
、
こ
の
一
一
1
ヶ
月
間
に
於
付
る
特
需
の
外
需
で
占

め
る
割
合
は
一
五

二
匹
に
達
し
て
い
る
。



昭和田午特需向普通鋼々材出荷貰債推移表(車位百屯〕No.10 

14月間16月 17月 18月 19月|上期 1"吋111*州1月 12月 13月|下期|合計

100 

707 55 

1 

79 

41 321 30 5 13 10 

16 

10
1 

8 

11' 

187 

0

5

6

 

3

1

3

 

りム

β
h
v

ー
14 

1 

741 122 

70 361 261 

11 

5 

2 J111113 
2BI 
71 

66 

377 

21 

50 

1 

74-1 11 67 

11 ー

111JJiJjj; 

11 

171 

1641 剖 1

39 2381 

35 

14 

31 51 

41 22 

48 

9 

661 

日3

1回

21 豆軌僚 - ，

63 
3 

4 

:2:割当4;

2l!i 
日
本
裁
鋼
業
日
市
場
構
活

合

」
れ
を
更
に
日
間
積
別
の
内
需
及
び
特
需
検
問
の
比
率
か
ら
見

れ
け:

昭
和
二
五
年
七
月
以
降
三
月
に
至
る
駒
闘
で
は
薄
板

l

特
需

七
両
輪
出
三
五

五
区
内
需
王
一

入
拓
、
高
級

仕
上
鋼
板
|
|
特
需
二
六

七
%
輸
出
一
二
一

八
声
、
内
需
五

i註))JUT並びにニ弐製品は素材換算の上計上した

九
・
七
声
、
線
材

l
i
特
需
三
・
八
匹
輸
出
二
二
匹
、
内
需
五
七
・

七
回
、
棒
鋼
|
|
特
需
三
・
八
回
輸
出
二
二
声
、
内
需
七
四

形
、
形
鋼
|
|
特
需
一
二
・
七
匹
、
輪
出
八
戸
、
内
需
七
九

王工

戸
、
軌
僚
|
|
特
需
九
・
一
回
‘
輸
出
八
八
%
、
内
需
八
二
・

一
匹
.
鋼
管

l
l特
需
六
声
、
輸
出
一
一
匹
、
内
需
八
三
匹
、
厚

一
匹
、
輸
出
一
八

-
E
声
内
需
一
八
三

板
ー
ー
特
需
一

五一匹

帯

鋼

特

需

一

四
到
、
輸
出
一

一
・
三
回
、
内
需
八
七

=
一
声
、
珪
素
鋼
板
で
は
特
需
三
・
九
百
'
輸
出
二
・
八
%
内
需
九
三
・

三
で
あ
っ
た
。
二
一
ハ
年
度
に
於
け
る
品
種
別
内
需
及
び
輸
出
特

需
の
比
問
中
を
明
細
に
示
せ
ば
第
九
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を

二
五
年
度
の
第
二
四
半
期
以
降
の
モ
れ
と
比
較
す
れ
ば
一
般
的

に
特
需
比
率
は
幾
分
下
廻
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
ニ
ナ
九
年
度
の

本
J

生
産
に
針

F
る
比
率
"
と
、
二
六
年
度
に
於
げ
る
そ
れ
と
を
比

第
七
十
二
答

第

5虎

八

九

1¥ 
九



日
本
銭
鋼
業
日
市
場
栴
浩

第
七
十
三
笠

九。
(l'; 

掠

九
O 

較
す
れ
ば
、
二
六
年
度
が
上
姐
っ
て
い
る
の
は
事
賓
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
生
産
に
針
す
る
特
需
比
率
は
二
五
年
度
の
そ
れ
と
、
二
六

年
度
に
於
げ
る
モ
れ
と
の
聞
で
は
、
品
種
に
よ
っ
て
そ
の
轡
動
が
具
っ
て
い
る
。
即
ち
薄
板
で
は
二
五
年
の
一
二
・
『
戸
川
河
か
ら
二
六
年

八
回
か
ら
七

で
同
七
六
回
、
世
間
純
仕
上
鋼
板
で
は
」
一
六

七
ガ
か
ら
八
・
九
拓
、
線
材
で
は
一
二

二
回
に
特
需
の
生
産
に
射
す

る
比
率
は
低
落
し
て
い
る
。
し
か
る
に
厚
椛
で
は
一

型
形
鋼
で
は
特
需
の
生
産
に
封
す
る
比
率
は
二
六
年
度
で
日
三
四

一
回
か
ら
二
回
、
形
鋼
で
は
三

ー
一
正
月
か
ら
一
四

六
戸
に
上
昇
し
、
特
に
犬

八
%
に
達
し
て
い
る
。

次
に
特
需
品
種
別
山
荷
高
に
つ
い
て
見
れ
ば
二
五
年
度
で
は
薄
板
六
回

八
千

I
V
線
材
四
六

一
千
ト
ン
形
鋼
三
四

八
千
子
Y

一
千
ト
シ
、
鋼
管
特
需
一

O
干
ト
シ
、
高
叡
仕
上
鋼
板
三

度
で
は
ニ
ア
九
年
度
に
比
較
し
て
そ
の
特
需
出
荷
高
が
減
少
し
て
い
る
。
し
か
る
に
形
鋼
=
一
七

棒
鋼
六
千
ト
ン
で
、
こ
れ
ら
は
二
六
年
度
で
は
二
一
五
年
度
に
比
較
し
て
崎
加
し
て
い
る
。

従
っ
て
特
需
の
品
種
別
構
成
に
つ
い
て
見
る
と
、
昭
和
二
五
年
七
月
乃
主
二
六
年
三
月
に
至
る
九
カ
月
間
で
は
、
薄
板
一
一
一
一
、
・
一
拓
、

線

材

二

一

正

拓

、

厚

板

四

一
干
ト
ン
厚
探
一

O
干
ト
ン
高
級
仕
上
鋼
板
七

干
ト
シ
珪
素
鋼
板
一
千
ト
シ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
更
に
二
六
汁
皮
月
別
出
荷
賓
積
推
移
か
ら
見
る
と
第
一

O
衰
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち

そ
と
で
は
ド
ラ
ム
館
用
、
労
マ
ポ
コ
兵
合
用
等
の
薄
板
の
特
需
は
=
一
二
干
ト
ン
、
有
刺
繊
同
耐
用
を
主
と
す
る
線
材
特
需
は
一
六
九

六
千
ト
ヶ
、
珪
素
鋼
板
。
九
千
下
シ
ー
と
二
六
作

=
一
千
ト
ン
、
厚
板
二
ニ
・
一
千
下
ン
、

千
ト
ン
軌
保
特
需
γ
1

軌
俊
一
王

二
千
ト
y
棒
鋼
ご
一

八
千
ト
ン
鋼
管
一
二

二
千
ト
ン
静
鋼

入
拓
、
高
段
仕
上
鋼
、
帯
鋼
、
陸
素
鋼
板
囚

鮮
で
あ
っ
た
が
.
二
六
年
度
に
於
け
る
特
需
鋼
材
の
品
種
別
構
成
で
は
薄
板
二
ハ

一
回
、
厚
板
一

O
匹
、
軌
僚
四
三
回
、
形
鋼
三
七

九
同
‘
線
材
一
二 八

回
、
軌
傍
七

八
封
、
鋼
管
一
戸
、
高
叡
仕
上

三
河
、
形
鋼
一
七

三
戸
、
鋼
管
五

銅
、
帯
銅
、
珪
素
鋼
恒
二

六
正
月
で
あ
っ
て
、
特
需
品
目
が
京
昔
↑
材
に
そ
の
比

重
を
移
行
し
て
い
る
の
が
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
需
に
よ
る
餓
鋼
需
要
が
軍
需
屑
の
生
産
材
に
そ
の
比
重
が
移
行
し
た
こ
と
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円
本
敏
鋼
葉
の
市
場
構
造

第
七
十
二
程

九

第
一
技

九

輸
出
は
薄
板

二
千
子
ン
、
厚
板
七
五
千
ト
ン
、
棒
鋼

八
千
ト
ン
、
割
以
銅

O

四
千
ト
ン
、
線
材
。

八
千
ト
ン
、
鋼
管

三
千
ト
ン
、
其
の
他
三
千
ト
ン
で
輸
出
向
出
荷
高
に
劃
す
る
比
十
一
昨
は
薄
彼
。

八
匹
、
厚
板

七
匹
、
俸
銅
六

肉
声
、

郡
鋼
O

八
回
、
総
材

六
百
、
銅
管
四
八

一
匹
、
其
の
他
。

八
区
で
あ
る
。
こ
れ
に
特
需
を
加
え
る
と
、
輸
出
に
劃
す
る
特
需

の
倍
率
は
型
鋼
の
二
一
五
、
線
材
=
一
六

五
に
謹
す
る
も
の
も
あ
り
、
品
屋
別
で
特
需
を
加
え
た
輸
出
出
荷
高
で
ア
メ
り
カ
の
占
め
る

割
合
は
一
厚
板
九
八
千
ト
ン
、
二
八

九
匹
、
型
銅
八
六
・
王
子
ト
ン
六
阿

同
干
ト
Y

五

O
'
三
回
、
線
材
三

O
千
ト
ン
、
=
一
八
回
、
棒
鋼
三

O

一
九
千
ト
ン
一
五
匹
其
の
他
一

リ
カ
え
の
軍
需
用
鋼
材
出
荷
高
が
占
め
る
比
重
が
極
め
て
大
き
い
。
こ
れ
を
品
種
別
生
産
高
に
針
す
る
割
合
か
ら
見
る
と
、
そ
の
比
率

は
厚
板
の
七
九
匹
、
型
銅
二
ニ
匹
、
薄
板
七
一
掃
、
鋼
管
一
二
七
匹
、
線
材
六
戸
、
棒
鋼
三
・
一
%
全
鋼
材
で
は
七

μ
に
建
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
抽
出
鋼
業
が
ア
メ
リ
方
の
再
軍
備
の
下
請
部
門
た
る
性
格
の
著
し
く
強
い
こ
と
を
一
ホ
す
も
の
で
あ
る
。
し
か

L

一
，
声
、
薄
板
六

七
千
ト
ン
三

0
・
八
%
鋼
管
三
五

ハ
千
ト
ン
=
了
一
匹

T
ア
メ

て
こ
の
向
米
軍
需
一
漣
倒
の
下
請
部
門
化
の
特
質
は
そ
の
特
需
殺
注
の
形
態
に
つ
い
て
介
抗
す
れ
ば
更
に
明
確
化
す
る
。

C 

特

需

発

注

形

態

銭
鋼
特
需
殻
注
で
は
直
接
特
需
契
約
と
間
按
特
需
契
約
と
が
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
直
接
特
需
契
約
よ
間
接
特
需
契
約
と
の
割
合
に

つ
い
て
見
る
と
、
昭
和
二
六

4
一
月
乃
至
一

%
、
直
接
特
需
契
約
一
一
三
一

二
声
、
第
二
女
製
品
で
は
直
接
特
需
契
約
が
九
七

一
月
契
約
よ
り
算
定
す
れ
ば
第
つ
次
製
品
及
び
半
製
品
で
は
問
綾
特
需
契
約
が
六
六
八

三
戸
、
削
接
特
需
契
約
が
二
七
再
で
あ
る
。
し
か

し
て
第
一
女
製
品
及
び
半
製
品
が
全
特
需
契
約
で
占
め
る
比
率
は
七
五
三
河
、
第
二
次
製
品
で
は
二
四
・
七
掃
で
、
全
体
と
し
て
の
間

接
特
需
契
約
は
五
一

七
回
、
直
接
特
需
契
約
は
四
八
・
三
戸
で
あ
り
、
間
接
特
需
契
約
で
は
第
一
衣
製
品
及
び
半
製
品
九
六

f¥ 
% 

に
謹

L
、
直
接
特
需
契
約
で
は
第
一
共
製
品
及
び
宇
製
品
が
五

O

九
%
、
第
二
次
製
品
が
四
九

一
回
と
と
云
う
割
合
で
あ
る
。
然



ら
ば
こ
の
特
需
発
注
の
形
式
に
つ
い
て
み
る
と
、
宜
事
調
緋
規
則
(
一
九
四
七
年
)
に
も
と
ず
き
一
般
競
宰
入
札
に
よ
る
訓
建
を
原
則

主
L
、
し
か
も
こ
の
場
令
ア
メ
ロ
カ
大
統
領
閥
家
非
常
事
熊
宣
言
「
一
九
四
七
ギ
の
米
軍
調
達
規
則
第
二
章
C
項
目
一
に
よ
り
戎
の

燦
項
に
定
め
る
範
閣
に
お
い
て
、
岡
家
非
常
時
の
矧
同
中
は
公
の
利
益
の
た
め
上
記
調
達
規
則
に
よ
る
と
こ
ろ
の
臨
入
及
び
契
約
は
正

式
の
公
知
入
札
に
よ
ら
ず
交
渉
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す

Q

」
に
上
り
、
す
べ
て
交
渉
入
札
方
式
に
よ
っ
て
い
る
。
而
し
て
こ
の
交
渉
調

達
の
場
合
に
も
、
そ
の
目
的
に
矛
居
し
な
い
限
り
、
各
方
面
え
入
札
案
内
が
な
さ
れ
‘
債
格
及
び
そ
の
要
素
企
考
慮
し
て

.rが
最
も
有

利
な
結
果
を
も
た
ら
す
だ
け
の
充
分
な
競
宰
が
な
さ
れ
る
。
従
っ
て
落
札
以
前
で
の
ネ
コ
ジ
ヱ

1
シ
ョ
ン
は
山
一
県
得
る
限
り
多
数
の
人

(但
L
充
分
な
能
力
を
も
ア
も
の
)
に
定
め
ら
れ
る
。
縫
っ
て
と
の
場
合
業
者
間
の
競
千
契
約
機
闘
の

買
た
〉
き
に
よ
っ
て
換
算
点
を
割
る
に
至
る
場
合
が
多
い
。
克
も
こ
の
場
合
一
般
に
八
回
の
利
湖
が
許
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
原
慎
計
算

一闘格一

0

3

2

4

一
間
汁
方
式
の
相
連
、
即
ち
金
制
本
位
絞
費
、
退
職
手
営
積
立
金
、
超
過
勤
務
手
首
基
金
の
算
入
は
み

-
す
↑
同
日
日

m
一

各

」

、

格
議
-
軒
一
豆
一
北
町
と
め
ら
れ
ず
、
米
軍
の
予
算
軍
備
は
日
本
業
者
の
慣
格
よ
り
著
し
く
低
い
。
こ
の
こ
と
は
一
一
方

信
持
司
l
h
l
i
l
-
-
1
1
1
1
持
ー
。

者
援
-
者

F

慎
内
五

蓋
比
-
蓬
;
一
阻
叫
旧
日
出
場
誼
抑
寄

生

の

『

生

臣

一

市

南

一

昨

と
と

-
I
L
i
l
l
i
-
-
-
L
内
の
j

臨
一
伽
7
月

月

-A榊
割

鴇
-
阿
川
川
川
川
一
躍
欄

蜘

酌

板

銅

鋼

材

一

一

町

村

糊生
正
大

註

料

(

費

々
と
な
さ
れ
、
落
札
は
最
も
安
債

NO.12 

商品名

薄
棒
型
同
町

日
本
蟻
鋼
業
の
市
場
構
造

で
は
高
い
原
料
に
よ
る
コ
ス
ト
高
に
も
杓
ら
ず
、
所
詞
コ
ン
マ

1
シ
ゃ
ん
ベ
!
ス
の
名
に
よ
っ

て
製
品
の
受
渡
し
債
格
を
引
下
げ
る
こ
主
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ

て
特
需
資
注
は
か
つ
て
の
日
本
帝
悶
主
義
時
代
に
於
け
る
軍
需
務
担
が
陸
海
軍
の
競
宰
に
よ
っ

て
、
著
し
く
そ
の
契
約
債
格
を
釣
り
上
げ
た
ん
員
時
の
妖
態
と
は
全
く
具
っ
て
、
か
え
っ
て
所
詞

「
出
血
受
注
」
を
余
儀
な

4
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
織
銅
特
需
債
格
は
第
二
一
表
に

不
さ
れ
る
通
り
、
必
ず
し
も
阿
部
算
面
で
は
有
利
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の
採
算
を
有
利
な
ら
し

ω中
小
下
請
業
者
支
配
に
よ
る
「
出
凧
受

め
る
た
め
に
は

ω低
賃
金
等
働
強
化
の
強
制
、

第
七
十
二
巻

活
一
説

九

九



注
」
の
負
播
の
時
稼
と
町
時
に

日
本
鐘
鋼
業
の
市
場
構
謹ω針

勢
働
者
政
策
を
根
幹
と
す
る
経
営
内
部
合
理
化
の
た
め
に
技
術
提
技
.
機
機
導
入
を
わ
う
こ
と

r

第
七
十
二
巻

第
一
挽

九
四

九
四

よ
っ
て
費
本
面
で
の
針
米
依
存
の
強
化
を
わ
い
、
更
忙
は

川
四
圃
家
資
金
乃
至
岡
家
財
産
の
無
償
動
員
に
よ
る
納
税
者
大
柴
え
の
り
ス

の
特
質
が
あ
る
。

ク
の
再
稼
を
要
請
す
る
こ
と
、
な
る
。
こ
》
に
日
本
資
本
主
義
の
現
役
階
で
の
鍛
鋼
業
の
針
米
軍
需
一
謹
倒
の
所
相
『
下
詩
部
門
化
』

A 

軍
事
的
産
業
構
遣
の
矛
盾

産
業
構
造
の
軍
事
化
と
鍛
鋼
業
に
於
ば
る
矛
盾
の
具
体
化
。

動
乱
後
に
於
け
る
日
本
銀
鋼
業
の
生
産
掠
大
は
、
動
乱
に
伴
う
7

メ
り
升
の
再
軍
備
を
中
心
と
し
た
世
界
織
鋼
プ
1
ム
を
背
景
と
す

一
一
旬
「

3
L
る
銭
鋼
輸
出
の
増
加
と
、

7

メ
ロ
カ
の
特
需
警
い
に
よ
る
宜
接
的
間
接
的
織
鋼
需
要
の
創
出
を
い
組
梓
と
す
る

理
量
百
一
η
4
R
D
4

一

一

同

「

|

一

も

の

で

あ

る

o

従
っ
て
そ
の
性
格
は
極
め
て
不
安
定
、
且
つ
浮
動
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
不
安
定
性
格
浮
動
性

リ
一
号
一
回
目
竺
の
欠
陥
は
早
晩
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
待
な
に
昭
和
二
六
年
六
月
以
降
こ
の
矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
て
来
て
い
る
o

J

P

日

7
A
3
5
2
一

が

一

向

「

-

即

ち

悶

際

的

に

は

ω莫
大
な
軍
事
支
出
に
よ
り
軍
需
調
占
資
本
に
最
大
限
の
利
潤
確
保
の
基
礎
を
奥
え

伺
前
開
一
む

1

万
一
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
相
梓
と
す
る
そ
の
軍
需
産
業
設
備
投
資
に
よ
る
そ
の
生
産
能
力
が
増
加
し
、
そ
れ
に
針

捷
一
ぺ
八
時
一
口

8

4

-

負
一
戸
困
「
l
l
L

醐

カ

ス

γ

U

リ
イ

メ

ギ

ド

ア

イ

酉

NO.13 

麿
し
て
需
要
を
増
大
せ
し
め
る
た
め
に
は
更
に
管
事
支
出
を
増
加
せ

L
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る

r
こ
の

軍
事
化
は
他
万
で
は
住
民
の
大
部
分
の
生
清
水
準
を
引
げ
、
特
に
租
税
負
櫓
の
増
加

r
よ
る
そ
の
一
貧
困
化
の

よ
り
一
唐
の
強
化
を
も
た
ら
し
、
間
敵
諸
闘
で
は
す
で
に
温
度
の
一
納
税
負
櫓
か
ら
こ
わ
以
上
の
軍
事
支
出
の

撲
大
は
極
め
て
閑
難
で
あ
り
、
主
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
軍
需
イ
ン
フ
レ
の
高
進
に
土
る
物
債
ム
賃
金
の
シ
ェ

l



レ
が
摘
大

L
、

般
大
衆
の
生
活
水
準
が
低
下
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
闘
民
指
税
能
力
の
限
界
か
ら
こ
れ
以
上
の
軍
事
支
出
の
増
加
は

ωし
か
も
民
需
産
業
の
水
準
は
軍
需
産
業
の
水
準
よ
り
著
し
く
低
い
に
も
拘
ら

ω
ア
メ
リ
カ
の
世
界
資
源

悶
難
で
あ
り
、
軍
撰
ヂ
ン
ポ
が
に
ぶ
っ
た
こ
と
。

f
、
軍
事
化
に
よ
り
そ
の
有
効
需
要
が
著
し
く
制
約
さ
れ
、
部
門
不
均
衡
が
著
し
く
増
大
し
た
こ
と
。

支
醍
に
劃
す
る
優
位
性
は
そ
の
再
軍
備
惜
聞
大
に
よ
り
世
界
の
平
和
的
市
場
開
資
を
阻
止
す
る
僚
件
と
な
っ
た
こ
と
。

獲
得
の
競
申
に
よ
る
原
料
憤
格
の
騰
貴
と
、
そ
れ
に
伴
う
回
融
諸
問
で
交
易
保
什
の
著
し
い
、
悪
化
と
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
虞
汎
な
位

民
犬
衆
の
有
効
需
要
の
よ
り
一
暦
の
減
退
を
も
た
ら
し
た
こ
と
。
同
州
後
進
悶
で
は
戦
略
物
者
買
付
債
格
と
投
資
財
償
格
と
の
不
均

等
の
激
化
に
よ
る
矛
盾
が
具
現
佑
し
た
こ
と
等
々
。
そ
の
結
果
世
界
的
景
気
の
中
だ
る
み
と
な
っ
て
現
れ
、
間
際
市
場
の
軟
翻
化
で
我

閥
の
鍬
鋼
輸
出
は
停
神
化
す
る
こ
と
、
な
っ
た
。
悶
門
的
に
は
特
需
を
頓
梓
と
し
て
民
版
産
業
一
般
大
衆
を
犠
牲
と
し
、
封
米
依
存
の

軍
需
謹
倒
で
樽
誼
的
に
再
編
成
啓
さ
れ
た
日
本
粧
怖
の
轡
則
的
損
大
再
生
産
の
過
程
は
、
そ
の
償
相
た
る
特
需
の
発
注
が
不
安
定
と

な
り
特
需
に
か
わ
っ
て
「
帯
特
需
」
H
H
「
日
本
経
悼
協
力
」
が
ク
ロ
ー
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
も
潮
ぶ
み
の
航
路
で
二
五
年
下

八
二
百
万
下
ル
か
ら
二
六
年
上
半
期
一
四
ハ
百
万
ド
ル
、
下
半
期
一
一
一
六
百
万
ド
ル
、
二
七
作
上
半
期
で
は
九

(4) 

戦
略
物
資

半
期
の
特
需
契
約
高

百
万
ド
ル
と
減
少
し
、
こ
の
特
需
と
輸
出
に
よ
る
聞
外
市
場
の
一
時
的
棋
大
で
閥
内
市
場
の
狭
院
院
を
陰
蔽
し
た
そ
の
構
造
的
矛
盾
が

具
体
化
さ
れ
、
消
費
財
生
産
郁
門
に
捕
を
殻
す
る
結
少
再
生
産
の
過
程
を
と
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
餓
鋼

部
門
に
於
け
る
閣
内
市
場
の
縮
少
を
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
三
六
年
度
に
於
け
る
問
内
市
場
向
け
鋼
材
出
荷
高
は
第
↑
四
乍
期
の
一

O

五
万
ト
ン
か
ら
第
三
四
半
期
に
は
し
ハ
七
四
万
ト

y
第
四
四
半
期
に
は
八
六
六
万
ト
ン
と
減
少
し
て
い
る
。

B 

鍛
鋼
業
に
於
け
る
矛
質
の
具
休
化
の
諸
指
標

と
り
市
況
の
悪
化
は
第
一
四
表
に
示
さ
れ
る
如
く
、
費
上
高
の
減
少
、
責
掛
金
の
増
加
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
六
月
以

日
本
銀
鋼
業
の
市
場
構
法

第
七
十
一
一
念

九
五

第
一
蹴

九
五



日
本
鍛
鋼
業
の
市
場
構
造

第
七
十
二
巻

カ
六

第
一
掠

九
六

降
費
上
高
及
び
入
金
高
は
漸
次
減
少
傾
向
を
示
し
て
来
た
が
、
責
掛
残
高
は
念
速
に
増
大
し
、
そ
の
費
掛
代
金
凶
牧
蔀
は
二
六
年
尺
月

四
百
周
、
一

O
月

間

ご

八

区

J

一
月
に
は
三
八
四
回
と

低
く
な
り
、
し
か
も
そ
の
目
牧
伏
泊
は
二
六
年
五
月
の
現

四
拓
、
七
月
四
八

十
出
、
八
月
四

費上金回収状態(単位百万円)
芽{

同孟]三金到型竺四
四
ガ

ら

月
ヨ王

円 6.941 5.710 8.488 

月 6.045 6.172 8.221 

司 9.284 10.121 8.230 

且 11. 860 11.527 9.034 

月 12.166 l1.7d7 9.753 

月 15.483 13.732 11. 504 

月 15.054 13.914 12.644 

月 16.467 14.000 15.111 

月 15.717 14.037 16.791 

月 14.364 13.524 17.631 

月 11.462 12.631 1日462

月 12.959 11.291 18.130 

月 10.315 13.988 14.454 

月 12.20R 11.507 15.158 

月 14.972 13.929 16.201 

月 17.342 17.269 16.274 

No.14 手
形
で

業一

号却制
資
金
難
カミ

明
確

王見
オし
て
し、

る

1 

26年3

1 

1 

1 

27年

資料ー鋼材倶築部餓鋼需給の動向と
資金事情(第 5回)

A
t
冗

O
同
に
封
し
て
、
六
月
は
現
金
四

O
%手
形
六

O
%、

七
月
に
入
る
と
手
形
が
約
七

O
屈
を
占
め
る
に
至
り
、
手

形
期
限
も
五
月
の
六

O
日
か
ら
七
月
に
は
平
均
九

O
日
と

な
り
、
そ
の
後
も
手
形
入
金
、
手
形
期
限
は
時
同
様
の
傾

向
で
、
同
年
二
一
月
で
は
手
形
入
金
六
四
出
千
形
期
限
八

三
七
年
七
月
で
は
手
形
入
念
六
九

μ
、
手
形
脱
限

一、1
、

」
ノ
ド
ト

八
八
日
、
八

九
月
で
は
手
形
入
金
ハ
五
区
手
形
期
限
八

六
日
で
あ
る
。
叉
メ
ー
カ
ー
え
の
問
回
目
支
捕
は
約
八
割
が

見
こ
の
市
況
の
悪
化
を
鹿
延
鋼
材
生
産
及
び
在
康
比
部
の
推
移
か
ら
見
る
と
、
第
一
五
表
に
一
不
さ
れ
る
恥
く
、
在
庫
高
特
に
メ
カ

1
在
直
の
増
加
が
著
し
い
。
こ
れ
は
草
に
一
般
に
云
う
如
く
、
問
屋
町
メ
ー
カ
ー
え
の
し
わ
ょ
せ
で
は
な
く
、
問
屋
資
本
の
弱
小
か
ら

メ
ー
カ
ー
の
問
屋
え
の
し
わ
ょ
せ
が
最
早
限
界
に
達
し
、
メ
ー
カ
ー
自
休
が
市
況
の
悪
化
の
負
捨
を
荷
わ
ね
ば
な
ら
な
い
段
階
に
達
し

た
こ
と
を
不
ず
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
て
こ
の
市
況
の
悪
化
は
更
に
端
的
に
は
憤
格
の
念
激
な
低
落
に
現
れ
て
い
る
。
即
ち
動
乱
以
降
で
の
鋼
材
及
び
同
製
品
の
騰

、



貢
率
を
み
る
と

〈
一
一
五
年
六
月
二
四
日
H
一
O
O
)
棒
鋼
(
一
三
ミ
リ
}
三
四
四

一」ー
/、

九
、
釘
(
一
イ
シ
チ
〕
=
一

O
六

。
と
亜
鉛
鍛
板
を
除
い
て
何
れ
も
三
倍
以
上
の
値
上
り
を

五
、
薄
板
〔
一
・
六
ミ
リ
〕

七

七

。
、
直
鉛
鍛
板

示
し
、
巾
で
も
薄
板
の
値
上
り
が
著
し
く
、
メ
ー
カ
?
の
建
値
を
六
七
割
上
廻
っ
た
。
叉
建
値
も
債
格

補
給
金
の
廃
止
、
輸
入
原
料
と
海
上
運
賃
の
著
し
い
昂
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
と
輸
出
特
需

の
好
調
か
ら
動
品
以
降
毎
月
の
よ
う
に
上
昇
を
繍
け
、
二
五
年
六
月
@
一
一
ヶ
八

T
円
の
棒
鋼
ご
九

ミ
リ
)
は
二
六
年
三
月
に
は
士
一
万
二
千
五
百
円
と
八
一
回
の
値
上
り
を
み
せ
、
薄
板
厚
板
も
同
じ
程

度
の
債
格
上
昇
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
三
月
を
頂
長
と
し
て
薄
板
線
材
を
中
心
に
市
中
債
格
は
女
第

に
下
げ
足
に
時
じ
て
建
値
に
近
づ
き
七
月
に
入
る
や
、
訟
に
建
侃
を
割
る
に
至
り
、
と
の
下
落
傾
向
は

現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
普
通
銅
々
材
メ
ー
カ
ー
建
値
及
び
市
中
債
格
を
比
較
す
れ
ば
、
二
七
年

建
値
四
丸

0
0一
ハ
)
円
市
中
慣
格
三
四
五

0
0円
、
中
型
形
鋼
建
値

九
月
で
は
小
型
棒
鋼
〔
一
九
百
〕

五一

0
0
0円
、
市
中
債
格
三
八
五

0
0円
、
線
材
第
一
一
一
極
(
手
主
W
A
)

建
値
四
三
二

0
0円
市
中
償

格
四
=
一

0
0
0円
、
厚
板

建
値
五
一
有
一

0
0円
市
中
慣
根
四
二

0
0
0目
、
高
叡
仕
上
銅

〔
一
二
冗
)

板
建
値
九
五
一

O

O
同
市
中
債
格
八
四

0
0
0問
、
珪
素
鋼
板
竺
二

O
級
〕
建
値
一
三
四
四
一
υ
O
円

市
中
債
格
一
一
九

0
0
0円
、
プ
リ
キ
〔
一
六
ポ
ン
ず
)
建
値
一
四
六
四
五

O
円
市
中
債
格
一
四
六
七

に
比
較
す
れ
ば
二
七
年
九
月
の

メ

問

合

生

5
 

1
 

0
 

N
 

市
中
債
格
は
小
形
棒
鋼
六

0
・
五
、
中
形
形
鋼
七
三
、
線
材
七
二
、
厚
板
七
九
薄
板
六

二
六
円
で
あ
る
。
二
六
年
四
月
に
に
於
け
る
市
中
債
格
(
一

O
O〕

七
、
高
級
仕
上
鋼
板
七

O
、
珪
素
鋼
板
九

日
本
銀
鋼
業
の
市
場
構
浩

ガ
ス
管
七
=
一
と
著

L
く
低
下
し
て
い
る
。
特
に
薄
板
、
線
材
、
プ
り
キ
等
の
消
費
財
制
門
で
の
需
要
鋼
材
は
そ
の

九
七

九
、
プ
リ
キ
七
六

第
七
十
三
巻

第

抗

九
七



日
本
観
鋼
業
の
市
場
構
造

第
七
十
ニ
省

九
1'. 

第
一
説

九
1'. 

建
債
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
る
に
重
つ

τい
る
。
こ
の
こ
と
は
市
況
の
悪
化
が
大
メ
ー
カ
ー
に
迄
響
い
て
き
た
一
指
標
で
あ
る
。

C 

園
内
市
況
の
患
化
と
出
血
輸
出

閣
内
市
祝
の
揺
化
と
と
も
に
輸
出
部
門
に
於
け
る
責
上
高
割
合
が
二
六
年
一

O
月
以
降
に
増
加
し
、
二
七
年
九
月
に
は
二
二

一一平一開閉一

M

M

M

町
山
一
舗
に
濯
し
て
い
る
。
こ
れ
は
闘
内
市
況
の
悪
化
か
ら
全
体
で
の
寅
上
代
金
回
牧
が
悪
化
し
て

乏
訂
一
閉
山
川

M

m

山
一
地
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
職
出
部
門
で
の
買
上
代
金
回
収
率
が
著
し
く
全
体
を
上
廻
る
た
め
、

問

一

ぽ

一

戸

内

川

町

μ匝
」
吋
霊
化
し
た
費
金
事
情
を
緩
和
し
、
号
、
悪
化
し
た
圏
内
市
場
で
の
過
剰
生
産
量
和

動
一
一
日
月
一
日

M

M

M

M

一
岨
し
よ
う
と
す
る
目
本
鍛
釧
業
の
苦
悩
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

回
一

F
1川戸
叩
ム
叩

d
l鮒

l
i叫
l
一
結
成

一
一
世
間
一
日
川
口

M

M

一
需
作
従
っ
て
鍛
鋼
輸
出
慎
格
は
二
六
年
五
月
以
降
漸
次
低
下
し
、
更
に
二
七
年
で
も
こ
の
下

上
一
割

1
-
1「

LI--ト
luPIP-
輯
り

晴

扇

町

山

川

町

h
f

落
傾
向
は
著

toi--六
年
四
月
以
降
に
於
け
る
干
草
に
つ
い
て
み
る

一
一
月
一
は
川
叩
回
目
一
部
引
と
、
二
七
年
六
月
で
土
一
一
六
年
四
月
現
在
の
輸
出
債
格
を
一

O
Oと
す
れ
ば
、
民
鉛
敏

一

4
E
L
P同
同
l

臥
j

一類

~

b

轍
一
一
合
合
崎
金
事
費
串
一
倶
回
板
(
ご

1

ハ
番
)
の
五
七
、
棒
鋼
(
一
九
ろ
の
六
二
一
、
厚
板
〔
一
二
ろ
の
六
四
、
針
金
〔
一

=

一

脱

出

剖

ι有
牧
一
材
4

山
一
一
服
鮪
醐
世
話
一
銅
第
二
番
〕
の
五
八
、
釘
(
一
一
一
琶
の
五

O
で
あ
っ
て
、
関
内
市
中
債
格
の
同
一
期
間
に
於
け

一

一

配

M

t

宮
田
川
ポ
主
判
る
下
落
率
、
即
ち
棒
鋼

2
1
0
0
の
六
三
、
厚
板
{
一
一
一
ろ
の
七
二
、
薄
板
戸
O

ニ
Z

E

-

-

E

J

寅

喜

E
全
上
一
資

%
)
の
八
二
、
高
級
仕
上
鋼
門
一
二
弘
)
の
七
一
、
プ
り
キ
の
七
一
ニ
、
珪
素
銅
板
〔

τ
一二

O
蔽
)
の
九
八
に
比
較
す
れ
ば
、
輸
出
債
格
の
低 同

下
率
は
割
高
で
あ
り
、
特
に
消
費
材
的
性
格
の
も
の
に
お
い
て
著
し
い
。
他
方
輸
入
銭
銅
原
料
は
謹
賃
率
の
低
下
に
よ
っ
て
幾
分
二
六

年
四
月
に
比
較
し
て
、
二
七
年
凶
月
で
は
安
く
は
な
っ
て
い
る
が
、
鋭
鱗
石
で
は

F
O
B債
格
の
騰
貴
に
よ
っ
て
む
し
ろ
上
廻
る
も
の

も
あ
る
。



従
っ
て
こ
の
輸
出
慣
格
の
急
速
な
低
下
、

L
か
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
フ
レ
ー
ム
や
品
質
不
良
の
名
目
で
の
不
首
な
キ
ャ
ン
セ
ル
の
お
し
つ

け
、
と
れ
は
師
団
格
鑓
動
に
よ
る
損
失
の
一
方
的
特
稼
の
強
制
で
あ
り
、
日
本
銭
鋼
業
の
下
請
部
門
化
に
よ
る
そ
の
貿
易
構
造
の
矛
尻
を

集
中
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

u' 

す

rX 

以
上
簡
単
に
動
乱
後
に
於
け
る
日
本
銭
銅
輪
出
の
賓
休
と
そ
の
下
請
部
門
化
に
つ
い
て
論
遁
し
て
き
た
が
、
こ
の
釘
米
依
存
の
軍
需

一
謹
倒
で
の
産
業
構
遣
の
一
件
編
成
は
民
族
資
本
と
一
般
大
衆
と
の
犠
牲
の
強
化
。
上
に
う
ち
立
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
あ
っ
て
、
そ
の

構
造
的
矛
盾
の
蹟
大
に
伴
う
関
内
市
場
の
縮
少
を
補
填
す
る
た
め
に
は
封
米
依
存
の
産
業
構
浩
を
深
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
式
う
重
要
な

矛
盾
が
起
る
。
勿
諮
問
か
〉
る
産
業
構
造
え
の
再
編
成
は
必
然
的
に
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
道
で
は
な
く
、
現
に
内
外
の
平
和
攻
勢
に
よ
っ

て
務
化
せ
し
め
ら
れ
つ
う
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
平
和
的
産
業
構
造
え
の
稜
展
は
、
鍛
鋼
業
に
あ
っ
て
は
必
然
的
に
原
料

H
輸
出
市
場

に
於
け
る
中
共
と
の
結
び
つ
き
を
必
要
と
す
る
し
、
こ
の
方
向
に
む
か
つ
て
殻
辰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

日
本
鍛
鋼
柴
の
市
場
構
造

第
七
十
二
程

九
九

第
一
蹴

九
九




